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2011年秋の学会において、中性珪素（Ｓ I）の近赤外吸収線に基づくハロー星と円盤星の組成の振る舞いにつ
いて、ＬＴＥ等価幅解析による結果について報告した。今回は、前回の標本から可視域の解析が有る１５星（矮
星＋準急星　１４星、巨星１星）を選び、近赤外吸収線のＮＬＴＥ解析から求めた組成の結果について報告する。
珪素は銀河系の化学進化を研究する上で、ＩＩ型超新星で主に作られるアルファ元素の１つであるために、重

要な元素である。その振る舞いを確証するためにはＮＬＴＥ効果を評価しなければならない。特に金属欠乏星で
は、可視域のＳＩ３９０５，４１０３Ａの線が解析されているがＮＬＴＥ解析は少ない。　一方、今回解析する
近赤外吸収線は金属欠乏星でも非常に強いことが前回のＬＴＥ解析から判明しているので、ＮＬＴＥ効果を調べ
ることは重要である。
解析したデータは、２００９年７月に観測された、すばる IRCS+AO188による波長域 1.028 – 1.087µmのス

ペクトル上で検出された Si Iの 16本の吸収線である。使用したコードはＤＥＴＡＩＬである。
主な結果は次の通り：（１）ＮＬＴＥ効果は吸収線の強度に依存して変動する。弱い線はＮＬＴＥ効果に影響さ

れないが、強い線は大きな効果を示す。（２）ＮＬＴＥ効果は大気変数領域全般にわたり、負の組成補正をもたら
す。この補正は表面重力が減少すると大きくなる傾向が有る。（３）可視域と近赤外域吸収線のＮＬＴＥ組成は、
よい一致を示す。


